
令和２年４月２１日 
 

（最終更新日：令和５年４月２６日） 
 

  学生の皆さん 
  教職員 各位 

 新型コロナウイルス感染症対策本部長 
  奈良女子大学長 今岡 春樹 

 
        新型コロナウイルス感染拡大防止のための奈良女子大学の行動指標 
        に基づいた諸活動について（令和 5年５月８日からの活動目安） 
 
 奈良女子大学では、学生、教職員、学外ステークホルダーに活動制限の可視化を目的として、「新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のための奈良女子大学の行動指標」を別紙のとおり定めています。 
  
 令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症が５類感染症に変更されることに伴い、５月８日以降、
フェーズを「０：通常通り」に引き下げます。 

  
教職員及び学生の皆さんには、引き続き手洗いや適切な換気等の基本的な感染対策をお願いします。ま

た、感染が大きく拡大している場合等においては、大学の判断でより強い感染対策を求める場合がありま
す。 
  
 下表は、現時点の各指標におけるフェーズに定める活動目安を原則として、斜体の文字により具体の対
応を示したものですので、これに従って行動してください。 
 
 
（令和５年５月８日現在） 

指標 フェーズ 
（0～5の６段階） 

活動目安 

指標１ 授業 0.5→0 
（引き下げ） 

通常通り 
※前期授業において、教室定員及び授業形態は現行のまま 
・必要に応じて遠隔授業の利用を可能とする 

指標２ 研究 0.5→0 
（引き下げ） 

 

通常通り 

指標３ 課外活動 １→０ 
（引き下げ） 

通常通り 

指標４ 入構 ０ 
（変更なし） 

 

通常通り 

指標５ 業務 １→０ 
（引き下げ） 

通常通り 

指標６  
会議・イベント等 

１→０ 
（引き下げ） 

通常通り 
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R5.5.8現在のフェーズ



新型コロナウイルス感染拡大防止のための奈良女子大学の行動指標 
令和 2 年 4月 21日 

（令和 2年 5 月 15 日更新） 

（令和２年９月２９日更新） 

（令和３年１月１４日更新） 

（令和３年 11月４日更新） 

※本指標は状況に応じ随時見直すことがある 

フェーズ 制限度 

指標１ 

授業 

（講義・演習・実習） 

指標２ 

研究 

指標３ 

課外活動 

指標４ 

入構 

指標５ 

業務 

指標６ 

会議・イベント等 

０ 制限なし 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 

１ 一部制限 

感染拡大防止に最
大限の配慮をした
上で、対面授業、実
験・演習・実習を実
施 

遠隔授業の積極利
用 

感染拡大防止に最
大限留意して研究
活動可 

自宅で研究活動が
可能な場合は学生
については入構の
必要なし 

感染拡大防止に最
大限の配慮をした
上で実施 

 

不要不急の学外者
の学内立ち入りを
制限 

危機管理体制に対
する準備を進める 

必要性を精査し、３
密を避ける対処を
行ったうえで開催 

２ 制限－小 

遠隔授業のみの実
施 

学部学生の入構を
禁止 

感染者数が多い地
域からの大学院生
は入構を禁止 

集合形式でのゼミ、
勉強会等の禁止 

教員は感染拡大防
止に最大限留意し
て研究活動可 

感染拡大防止に最
大限の配慮をした
上で限定的に実施 

 

学部学生の入構を
禁止 

感染者数が多い地
域からの大学院生
は入構を禁止 

学外者は入構を禁
止 

感染拡大の防止に
最大限の配慮をし
た上で、可能なもの
は通常の勤務形態
で実施 

不要不急の出張は
控える 

不要不急の会議・イ
ベント等は中止・延
期し、３密を避ける
対処を行った上で
開催 

3 制限－中 

遠隔授業のみの実施 すべての学生の入
構を禁止（ただし、
進行を止められな
い実験・研究作業に
従事する場合を除
く） 

教員は現在進行中
の実験・研究の継続
に必要最小限の場
合のみ実施を許可 

全面禁止 すべての学生の入
構を禁止 

学外者は入構を禁
止 

所属長の判断によ
り、時差出勤や可能
な業務については
テレワークを実施 

出張は原則禁止 

必要ある会議・イベ
ント等に限って３
密を避ける対処を
行った上で開催 

遠隔会議システム
も活用 

４ 制限－大 

遠隔授業のみの実
施 

すべての学生、研究
員等の入構を禁止 

大学内におけるす
べての研究は停止 

教員は資産維持の
ための必要最小限
の人員の入構は許
可（生物の飼育管
理、液体窒素の補
充、冷凍機の維持
等） 

全面禁止 すべての学生、研究
員等の入構を禁止 

教員は、教育研究上
の機能を最低限維
持するための必要
がある場合を除き
入構を禁止 

関係（業）者は緊急
性の高い用務のみ
入構を許可 

大学機能の維持管
理に必要な要員の
み出勤 

出張は原則禁止 

遠隔会議システム
を利用した会議・イ
ベント等のみ開催 

５ 全面禁止 

遠隔授業のみの実
施 

すべての学生の入
構を禁止 

大学内におけるす
べての研究は停止 

教員は資産維持の
ための必要最小限
の人員の入構は許
可（生物の飼育管
理、液体窒素の補
充、冷凍機の維持
等） 

全面禁止 大学機能の維持管
理要員のみ必要時
に限り入構 

大学機能の維持管
理要員のみ必要時
に限り出勤 

出張は禁止 

遠隔会議システム
を利用した会議・イ
ベント等のみ開催 
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